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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
遺伝子刷り込み現象とは ｢遺伝子がその由来する親の性別で識別され,異なった発現をする現象｣を指
して用いられ,この現象がいくつかのヒト腫療発生に関与していることが注目されている｡
胞状奇胎は胎盤成分の腫癌性疾患で雄性発生,胎児成分を主体とする卵巣奇形腫は雌性発生である｡ こ
の事実は,父親由来のハプロイドは胎盤形成に,母親由来のハプロイドは胎児形成に優位に働くことを示
唆している｡ 精巣腫癌は胎児成分から胎盤成分まで様々な組織型を示し,胞状奇胎,卵巣奇形腫と同様に
遺伝子刷り込み現象と関連があると予測される｡
精巣腺癌の発生分化と遺伝子刷 り込み現象との関連を検討するため,lp,3p,llp,17pのLOH解析
を先ず行った｡各部位にLOHを高頻度に認めたが,LOHの頻度と組織型,臨床病期に有意な相関は得
られなかった｡
精巣腫癌において12pの同腕染色体など多種の遺伝子変化が報告されており,精巣腫癌の発生には多
くの遺伝子変化の蓄積が関与していると考えられる｡
更にLOHを認めた症例の各欠失アレルの親由来を検討したが,親由来の偏りはなかった｡
次に精巣腫壕において刷 り込み遺伝子H19の発現状態を調べた｡正常精巣6症例は単一アレル発現で
あったが,LOHを認めない腫蕩11症例全例がH19の両アレル発現を示した｡
マウス胎児の肱細胞では刷り込み遺伝子の両アレル発現が報告されており,今回の解析における精巣腫
癌のH19遺伝子の両アレル発現は,癌発生の原因または結果としての遺伝子刷 り込み現象の消失ではな
く,精巣腫癌の発生母地と考えられる減数分裂前の旺細胞の遺伝子刷り込み消去状態を反映していると考
えた｡
以上の研究は精巣腫癌の発生分化の解明に貢献し,本腫癌の今後の分子生物学的診断に寄与するところ
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が多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年1月29日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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